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テレビにおける職業描写

一幼児に人気のある番組の内容分析-
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Vocational education emphasizes the importance of 

proper knowledg巴ofoccupations. I-Iowever， the source 

of our occupational knowledge usually relies on televi 

sion. In this study， the contents of 76 TV programs 

which were popular with infants were analyzed， and 

thc characteristics of 1773 workers' occupations por 

lrayed there were coded. The result revealed that 

NEETs， part-timers， and blue-collar workers were rare 

Iy portrayed in the programs， while professionals and 

public or private security guards w巴refreq uen tI y por-

trayed. The type and ext巴ntof occupations which 

appeared in the prograllls was very clifferent frolll the 

number in real society 
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1.目 的

近年，私，''of者を仁1]心としたフリ ーターやニー卜 の問題か

it目され，職業教育の必i&UがH呼ばれている。職業制の発

i主には，幼児j聞からの教育的介入が効果を持ち， メディア

もその~gllåを担うと考え られる。 また，職業についての知

識の多くが，テレビによってもたらされることも憎摘され

ている。

テレビと I~被業観に|禁|する先行研究では， 職業描写の{雨り

が，子ともに性役割へのステレオタイプをもたせたり，特

定の職業について現実的ではない知識を もたらすなどの彩

料が指摘されてき た。 しかし，実際のテレ ビ番組に，どの

ような情報が，とのくらい含まれているかを検討した研究

は乏しし、。本研究では，テレビ需品1I以外には，多械な職業

との接触を持つ機会が少ないと考え られる幼児が視聴する

系組を対象に， 以下の 2 つの観A~か ら l限業情報の特徴を検

什してL、く。
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短報

(1) 職業従事者の雇用形態，1微業はと のようなものか。

(2) 登場する職業の揃写はポンティ プか，ネガティプ

か。

2. 方 }去

対象番組 2006年 3月9日から 15日に欣送された番

制lで.NHK放送文化研究所 (2007)の調査で.3歳児のt>i

1['~Er:，が 5% 以上とさ れた番組を対象とした。 f5J名番組が波

数日放送されている場合にはランダムに l番組をiiE山し.

11;:終的に 76番組1(NHK38番組，民放 381fi組，計 1820

分)を評定した。

評定項目 添組に登場する人物 ・キャラクターが従軍す

る職業について，以下の項目を設けた。なお，本研究で倣

う!被業は，必ずしも，主主場人物 ・キャラクタ ーの本1[;&では

なく，番組|人l谷上の役と ころである。例えば，刑事役のド

ラマでは，本臓がm優であ っても刑事として評定した。

(1) 職業従事者の雇用形態，職業はどのようなものか。

登場人物 ・キャラクタ ーの「雇用形態」について， IJJ:.規」

か m正規」か，もしくは判断できるシー ンがなく 「不可u
であるかを評定するとともに，職業に従事しないものも，

その「身分」が「主婦J.1学生」噌「ニート J.1その他無限J.

「不明」のいずれに該当するか評定した。さらに.1[;&業従事

者については.1995 'f SSM調査の職業分績表(1，j1hLI.

l点.2006)をIrlいて I1被業」を評定した。l険業分煩表は小

学校教員，販売!日苫員なと 188通 りの職業を含み，表 lに

示すl版業大分額(総務省.2005)と対応している。

(2) 登場する職業の描写はポジティブか，ネガティブ

か。従事するl般業の術写に関する 8項目 (1表情J.1給与 ・

生活水準J.1職場の人間関係J.1職業への態度J，Ii倣Jb~の

P，;'ltt.U. 1労働条件J，1社会とのかかわり J.1他者からの評

価J) を~~け . 1ポゾティフ」であるのか.1不ガティブ」で

あるのかを評定した。 判断できるシ ーンがな い， 肯定的で

も否定的でもないな ど，中立fl(Jと判断された湯合には「ど

ちらでもな し、」を選択した。

手続き あらかじめ番組内容の転倹に合わせて，対象番

組を νークエンス(，、くつかのシーンを寄せ集めたー続き

の映像)に分書1Iした。各シークエンスで登場時間，役割|の

点から判断して，主要な11聞に段大 5人の登場人物 ・キャラ

クタ ーを選択し.CMを除いた 1.050のシークエンスにつ

いて訴定 した。 評定者は大学生 17名で， 評定方法につい

ての研修を受けた後，自宅で作業を行 った。なお，対象各

組の約 2~f ll の 16 番組は一致~t~ t.~t tl:~ のため， 2名による評

定が行われた。登場人物 ・キャラクタ -ili出の一致率は，

76.41% であ った。また，各評定項目の一致本については，

!被業tlYi写の 1項目 (1表情J)が 63.22% と，とくに低か っ

たため分析の対象外とした。他の項目の一致率は.78.93-

97.93% であった。
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3. 結 果

1，050の νークエンスで延べ 2，970の人物 ・キャラク

ターが登場し， うち延べ 1，773人の11i'&業従事者が許正され

た。

(1) 職業従事者の雇用形態，職業はどのようなものか。

仁府!日形態」は，職業従事者の 64.83%が 「小明」 であっ

た。 また，今日の日本では， フリータ ーや派i注目員のよう

に. ;11'正規での就業者が地加 しているとされるが，テレヒ

番組では，そのような雇用)f;I廷はほとんと比られなか った

(正規 2l.8%，~ Iö正規 056% ， @営業 4.11%)。また，職業

に従事していない人物やキャラクターのうち， 1主制」 は

4.51%， 1学生」は 37.84% で， 間制化 している 「ニート 」

はわずかに l.42% であった。

また，llìil:業従事者の「職業」 については， 分jj~可能な 58

:iillりの職業が報告された。 これを， 、1'.成 12{I三国勢制i笠の

I従業ノミ分Jj;[(総務省， 2005)に従って 9のIliil:f'ftlこ分制して

集計した結果を表 lに示した。なお，本研究では 「分知不

能の職業」が多L、が (53.67%)，これらは一般的には職業を

持 っているとitめるのが困難なキャラクターや動物jが多く

見られるためで，書11合の算出はこれらを除いて行った。表

l には，平成 1 2 年の国勢訓査の *i~i裂とともに，テレビ番組

内と国勢調育における織桶の割合を比較するため x~ 検定

を行った結果もあわせて百己した。

表 lの結裂から，テレヒ番組と現'失のmlでは，1倣胞の情

成書11合に隔たりが見られた。とりわけ，1専門的 ・技術的職

業従事者J，1保安Ili'&業従事者」が現実よりはるかに，:':;¥、書Ij

合で訟場寸るのがテレ ビ番組lの特徴であった。 また，平成

12年の段階で援も従事者が多いとされた 1/1:.i宅工舵 ・作

業労務者」は， テレビ番組で倣われることがu;k:も少なかっ

fこ。

(2) 登場する職業の描写はポジ テ ィブか，ネガティブ

か。11版業Wi写Jは，一致率の低かった「表'h1iJを除く 7項

目で全体的に中立がjな陥写が多く (1とちらでもない」

69.79 ~ 9l.66%に 宵定的 (1ポジティブ」は 6.02~ 

30 3 1 %) か再定的 (1 平カd ティブJ は 0.9j~ 5 . 1 6% ) かを

表 1 テレビ番組に登均するH故障と国勢湖査結果

従事出ーの;';'1合1%1
11 

テレヒ /fHU l王l例制J'i
'リ門(I"j・伎術的11I品業iiE'I'昌 553 6I.36 13.5本 :

1'i'PJ!(I"j職業従事古 23 2.80 2.9 
事務従事肯 ワワ 2.68 19.2牢本

W_i.~'L: 1ìÉ主l ' 出 45 5.48 15.1 * 
サービス版業従事古; 25 3.05 8.8 
{早友縦業従事者 108 13.15 1.6本

lJ2林漁業1'1'，能面 30 3.65 5.0 
j逆輸 ・通信従'Jitr 11 1.34 3.6 
'i'.i't工程 ・労務('"業一円 0.49 29.3ヰキ

分町lイ、能のl般:!Io 951 

注 nは言l'定対象数 う <.05，料戸<.01

判断できる情報が少なかった。なかでも，1平ガティブ」な

れ1い J はゴ11îi; に少なか っ た。 さらに ， 1 1ì'&H! ごとに I I~設業 fiYl'写」

の 7J]臼で 「ポジティブj，1ネガティブ」であったlJj1=1数

の 中 l勾をそれぞれ 17:1~ した 。 その ~j' i 当ζ ポジテイフのi与

は O.OO~ 1. 5 7，不カティブの得点は O .OO~ 1.09であり，

lliil:簡による去もあまりなか った。

4. 考 察

幼児がi'MI泌するテレビ司持Ilにおいては，フリ ーターCIi需

用 IV~j が 「非正制j) やニー 卜 の登i易は少なく ， テレビ番

組がこれらをFiAとする職業制の発迷を促すものとな って い

るとは考えにく L、。

しかし， テレビ番組と ， JJ~笑の 1::1 では， I[地位構成がAき

く5'1なっていた。JlHFl3のーっとしては，アナウンサーやijl

阪のような ， テレビ宿:中l-l t~j 釘の職業が 1~lï門的 ・ 技術的 llìil:

業従事者」の割合を高くしていることが考えられる。 ただ

しこのllìil:槌に含まれる教員や~築 ・ 土木技術者(それぞ

れ専門的 ・技術的職業従事者の IOA9%，3.25%)なとも

梓|当数あり ，現実では多いにもかかわらず， テレビ番組で

はほとんど登場しない 「生産工程 ・労務作業者」とは対照

的なものとなっている。 このような現実とのずれは.特定

の服組に就く労働者を過大，j@ノ卜に見積ると いうようなス

テレオタイプをもたらす可能性を示唆する。今後のテレビ

許制lは，幼児にも っと偏りなく多様な職業の情報を I_jえる

ものになってもよいのではないかと考えられる。

また，職業的写の好ましさにつ いては， llìil: ~長は多くの場

合'1'立的に抗出かれており ， 不ガティフにお出かれることは非

常に少なか った。この ことから， テレヒ番組が幼児の職業

慨をゴ|好也、的なものにするとは言えな いように見える。

以 |←のように，木研究によって，幼児が視lU2.iするテレヒ

番組においては， フリ ーターやニー卜の揃写，さらには，

職業till11与の好ましさよりも， j'，品写される職植の構成に議論

がありうることが司、されたのではないかと考えられる。幼

児は， テレヒ番組以外に盟冨なl版業情報を13る機会は少な

いために，本研究の結果は少なからず意味を持つであろ

う。 しかし， テレビ需品目に合まれるl版業情報については，

他の年齢を対象とした研究も必要だと考えられるo
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